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論文の内容の要旨
本研究は明清時代の量認に焦点をあて、中国語の量認を歴史的見地から考察することにより、現代中国語
の成立過程を明らかにしようとしたものである。
著者は先ず植田均や李思明等の先行研究の成果を活用し、明代における量詞の調査に基づき、清代の BtI.
女英雄伝J及び『宮場現形記Jの量詞との比較分析を行い、そこで得られた知見をもとに、南北方言の観点
と通時的な視点の両面から、中国語の量詞の変選過程を明らかにしようとした。
すなわち、著者は量認を「明清時代に著しく衰退した量詞J、「明清時代に継承された量詞J、「明清時代に
新生した量詔jに分けることにより、変遷史上で顕著な動きを示した例を検出し、現代口語へと繋がる!日白
話が、明清時代においてその基本的な機能を確立しつつある点を明らかにすることで、近世白話期における
量詞のダイナミックな変化の姿を描いてみせた。
例えば、“科/裸"や“遺/越"を取り上げ、それらが現代口語の直接的な起源で、あるにもかかわらず、
機能と表記の点で揺れがあることを指摘し、複数の視点からその歴史的な変遷に詳細な検証を加えた。
具体的には、"科"や“案"の原初的用法が前漢・北貌に早くも出現し、後に f酉陽雑組j等の唐代資料
に現れ、やがて“楳"という表記を新たに得つつ、明代の f金瓶梅詞話jや『平妖{云j(40田本)に使用さ
れることを明らかにした。さらに清代の f紅楼夢jにおいては“裸"の使用頻度がいよいよ増加し、清末の
『児女英雄伝Jに至って、古い由来を持つ“株"を大きく上回るほど使用される事実を指摘した。
一方、 i越iについて見ると、この量詞が現代語とは異なる表記で、明代の『西遊記jr金瓶梅詞話J及び f三
宝太監西洋記Jに使用される例が認められることを示し、 i越iの出現時期を明代に特定した。さらに、明
代の表記がすべて“愛"である一方、清代には明代の“塗"を受け継ぎつつ、表記に揺れが発生しているこ
とを指摘し、 f紅楼夢jの種々の坂本を丁寧に調査することにより、消→輸→趨→越という変遷過程を解明
した。
著者はこれらの量詞を典型的な例のーっと見なし、その考察を通して、量詞の歴史的変遷の類型を明らか
にしようと試みた。つまり、現代口語で常用されるこうした量詞は、古い口語由来であるだけに、!日白話に
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おいて表記が不安定であり、旦っその量詞としての機能も多様であったが、その機能が洗練され、特定の機
能に偏るにつれ、それにふさわしい漢字表記が選択される傾向を持ち、それが現代の「国語j政策の中で採
用されることにより、安定した姿を獲得するに至ったと考える。
著者はここで示した例を、複数の表記と機能を持った量詞が歴史的変遷の過程において機能が集約され、
それに伴い、それにふさわしい漢字表記を得ることで現代口語の標準的な姿を獲得する一つの典型であると
見なす。
さらに著者は、現代口語の量詞が共通語において標準的な姿を獲得する過程を、常用度の高い他の動詞(喫
/喝、与/給など)が北方語において交代する過程と突き合わせることで、中国口語史の時代区分について
新たな視点を提供できる可能性に触れ、本研究の他分野への応用性の有効性と今後の研究の発展の方向をも
提示した。
審査の結果の要旨
著者は本研究を進めるにあたって、最近の先行研究の成果を活用することで自らの研究の視座を得て、そ
れに基づき中国語の明・清代白話の量詞の変遷過程を明らかにしようとした。
中国語という極めて古い歴史を持ち、且つ大量の資料が存在する言語について、量認の史的変遷を明らか
にするには、こうした方法は効率的ではあるが、それだけに先行研究の資料的制限と考察の視点から離れる
ことが難しく、自らの研究の独自性を明確にすることは容易でない。
従来行われてきた量認研究は、しばしば量認の姿そのものにのみ拘り、ただ単にどの量詞がどの時代に発
生し衰退したかを明らかにするに留まる傾向があった。本論文も、とりわけ前半は論旨の展開に新鮮さが見
られない。
しかし、本論文の後半では、先行研究を巧みに利用しながら、特定の量詞に関して、影大な資料の中から
取り出したダイナミックな変遷の姿を明らかにすると同持に、中古白話から近世白話を経て現代口語へと繋
がる複数の量認について、個別の変選の姿を描き出すことに成功している。その結果、これまで十分に顧み
られることのなかった i裸iゃ i越!が、実は表語的な姿を変えながらも、それが現代に繋がっている事実
を明らかにすることができた。この点は本論文が独自に提示した見解であり、従来の量詞研究に一つの新し
い知見を提供することになっている。
このように、通俗小説に克られがちな表記の不安定さに惑わされることなく、その背後にある史的変遷の
流れを一貫した視点で追い続ける著者の姿勢は、本研究の特徴として評価できるところであろう。またこの
過程において、著者は広く原典を渉猟し、丁寧な読解作業によって膨大な資料の中から正確に量誌の姿を取
り出すことに意を用いた点は、当然のこととは言え、安易にコーパスに頼る昨今の風潮と比較して好感の持
てるところである。
しかし、本論文は諜査の対象をあまりに広範に設定したため、資料としての評価が確定していない作品を
も調査対象に加え、そのため、かえって説得性に欠ける部分がないわけではない。例えば、論文の一部にお
いて、根拠が十分でないまま言語の地域性を特定し、それを根拠として方言性を論じた上で、北方方言にお
ける量詞と南方方言における量認との差異を明らかにしようとする点は、歴史語法研究を進めるにあたって
の慎重きが足りないと言わざるを得ない。
また資料の解釈にあたっても、植物の量詞を扱う際に、花弁そのものに対する量認なのか樹木全体に対す
る量詞なのか判然としない本文について、著者の直感に頼って分類が行われる点も、論の展開の綴密さを減
じる要因となっている。
その他、現代口語の量詞の成立過程に注目することにより中密口語史の時代区分に応用できるという提案
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は、拙速な論理構成の中で、量詞そのものの用法の変異と量詞の表記の変異とが混同して論じられており、
f及った資料にも偏りがあるため、性急さを免れない。
とは言え、これらの点は重大な取抗と言うべきものではなく、本論文は全体として適切な資料に基づき、
著者の独自の観点からの分析により、従来の量詞研究に新たな高みをもたらしたものと認めることができる
と言える。
よって、著者は博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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